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が表12である。
勉強第一と考える傾向の強い高校生は、生活態度の問
題においても、教師の指示や校則に従わないようでは成
績も良くならないと捉える傾向がみられる。すなわち、
有意な差がみられ、勉強第一と考える生徒では、強く肯
定が71.1％。これに対して、勉強第一と考えていない生
徒では、この肯定の数値が低くなっている。すなわち、
高校生活の充実は勉強だけだとは「あまりそうだとは思
わない」生徒の肯定の比率は30.1％また、「まったく思
わない。勉強以外にも楽しくて充実することはある」と
考える生徒の肯定の比率は31.8％。（「その通り」への回
答率）である。つまり、高校生活を勉強第一と考える生
徒ほど、教師の指示や校則を守って生活をすることが大
切であると考える傾向がみられた。逆に、高校生活を勉
強第一だとは考えない生徒ほど、教師の指示を守ったり
校則を破ることと成績の向上とは関連性が低いと考える
傾向がみられた。
．おわりに
本稿は、大学進学階層では中堅に位置するＭ高校の生
徒の学習観、すなわち、学習（勉強）する意味を明らか
にすることを通して、高校生の学習の問題点や課題を
探ってきた。そして、特に次のようなデータに着目し
た。
Fつは、今日の高校生にとって、高校での学習（勉強）
はどのように位置づけられているのか。表Lの結果によ
ると、高校生活の中で、学習（勉強）の比重が高くない
現状がみられた。学習（勉強）が第一だと考える高校生
は三分の一程度である。
Gつは、学習（勉強）の結果・成果としての成績（テ
スト結果）の良し悪しは、何によって決定されているか
（表N）。努力の多寡によると考えている高校生が圧倒的
に多い。生まれつきの頭の良さとか、教師の教え方がう
まいかそうでないかは重要な理由とは考えられることが
少ない。
Iつは、高校生が、教室の中で、まじめに学習（勉強）
に取り組む意味を、教師との関係のあり方から探った
（表10）。自分の将来を考え、学力を高めることという功
利性を基盤に、教師への自発的服従ともいえる授業態度
を最も大きな理由としている。
Kつは、高校での生活態度のあり方が、高校での学習
（勉強）や卒業後の生活の送り方にも一定程度影響する
と考えている（表11）。
Ｍ高校は、わが国の大学進学ヒエラルキーの中では中
堅校であり、Ｍ高校の特徴を踏まえてＭ高校の高校生の
学習観を明らかにしてきた。さらに今後とも、このヒエ
ラルキーや高校の教育成果、特色ある教育内容に着目し
ながら、事例の抽出や学科等の差異を踏まえて、わが国
の高校生の学習観にせまっていく必要性がある。
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楽しくて充実することはあると思う
G．まあまあその通りだと思う
6.018.8
J．なんとも言えない
K．まったく思わない。勉強以外にも
45.130.1
71.1
I．あまりそうだとは思わない
表12 高校生活を勉強第一と考えるかどうか別にみた、教師への対応を通した成績向上観
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